
はしがき

　本書は，19世紀末から21世紀初頭までのアメリカと日本の企業経営の歴史
を，両者の相互に絡み合う関係に注目して叙述した，新しい試みの経営史テキ
ストである。その特徴は，長期間にわたる日米両国の経営史を統一的な視点で
描くために，大企業（近代企業）の形成・発展・変容を中心におき，それと相
互前提するものとして人口，市場，技術，国際関係の変化を取り上げているこ
とである。また，各時代のトピックスの理解を進めるとともに，企業経営の歴
史的な流れが容易に把握できるように叙述していることも特徴である。
　本書は大学における経営史関連科目のテキストとして使用されることを念頭
に書かれているが，未来のビジネス・パーソンだけではなく現に活躍されてい
るビジネス・パーソンにもぜひ読んでいただきたい。日々の慌ただしい変化の
先にある大きな時代の流れ，すなわち歴史観を会得することができれば，ビジ
ネスの最先端でなされる判断がより正しいものになるだろう。本書を，そのよ
うな歴史観を身につけるための一つのきっかけとしてほしい。

＊
　編集者の梶谷修さんに経営史の教科書を書きませんかと誘われたのは，もう
ずいぶん昔のことで，おそらくミネルヴァ書房から共訳書『ビジネス・ヒスト
リー』を出版した2014年頃だったように思う。頭の片隅にはずっと，経営史研
究者として教科書を書いてみたいという思いがつねにあったが，ようやく10年
後にそれを実現することができた。
　10年間といっても，同じペースで執筆作業が進んだわけではもちろんない。
すでに経営史については多くの素晴らしいテキストが版を重ね，あるいは新し
いコンセプトのテキストが世に問われる中で，いったいどのようなテキストを
構想すればよいのか，悩んでいた時間が長かった。しかし，どのようなきっか
けであったかは思い出せないが，書くべきことを書くのではなく，書きたいこ
とを書けばいいのではないかと思うに至った。知識は一人だけのものではなく
共有されるから知識なのであり，また，議論されつねに問いなおされるのが知
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識であり，そのようなプロセスこそ大事である。そうであるならば，一研究者
として，皆が正しいということを考えて書くのではなく，むしろ自分の世界
観・歴史観を全面に出してテキストを編んだほうが，活発な議論や批判を通し
て学会や社会に貢献できるのではないかと考えるようになったのである。

＊
　書きたいことを書くと決めてからは，作業は比較的早く進んだ。もちろん，
内容が議論や批判に耐えられるものであることを確かめるために多くの文献や
資料にあたる必要もあったが，それが本当に自分の書きたいことであるのかど
うかに悩むこともたびたびあった。しかし，前任校である関西大学や同志社大
学の経営史の授業においてドラフトを用いて授業をするなかで，そのような悩
みも次第に解消することができた。ゼミの志望理由書に先生の講義は面白いと
書いてくれたり，長時間であっても真剣な顔つきで講義を聞き続けてくれたり
した多くの学生に，本当に励まされた。彼らがいなければ，このテキストは日
の目をみなかっただろう。また，本年４月から勤務する神戸大学では，自由で
刺激的な知的環境のなかで本書出版の最終準備を進めることができた。ここに
謝意を記しておきたい。
　法律文化社の梶谷さんには長い助走期間の初期から根気強く見守り励まして
いただき，田引勝二さんには急な仕事にもかかわらず最後の最後まで丁寧に対
応をいただき，感謝申し上げたい。優秀な編集者に助けてもらわなければ，や
はりこの本は日の目をみなかっただろう。
　学生，編集者，そしていちいちお名前は記すことはできないが，他にも多く
の方々の支えを得て，本書は世に出る。学生のみならず広く社会人の方々にも
この本を手にしていただき，知識が共有され，議論や批判が活発に起こること
を期待したい。

　2024年６月29日　英国ヨークにて

 西 村 成 弘　

ii


	はしがき
	目　　次
	　序章　第２次グローバル経済下の日米企業／１　この物語のゴールはどこか？
	　　２　日本とアメリカ
	　　３　日米企業経営史を論じるための枠組み
	　　　１　国際比較・国際関係史／２　近代企業
	　　　３　内部化理論とバリューチェーン
	　　　４　資源配分における専門経営者の優位性／４　構　成
	第Ⅰ部　工業化と近代企業の形成
	　第1章　アメリカにおける大企業の形成／１　第１次世界大戦期までの経済成長／１　工業化の始まり
	　　　２　市場の拡大と統合
	　　　３　発明と特許制度
	　　２　19世紀の企業活動／１　ペンシルバニア鉄道
	　　　２　スプリングフィールド兵器廠
	　　３　近代企業産業の形成／１　アメリカ最大企業100社
	　　　２　ビッグ・ビジネスの経営組織
	　　　３　USスチール
	　　　４　スタンダード・オイル
	　　　５　アメリカン・タバコ
	　第2章　日本の工業化と企業／１　第１次世界大戦以前の経済成長／１　持続的な経済成長
	　　　２　工業所有権制度と発明活動
	　　２　第１次グローバル経済下の日本／１　輸出入の動き
	　　　２　外資の進出と技術移転
	　　３　企業勃興と企業経営／１　最大企業の特徴
	　　　２　大阪紡績
	　　　３　日本鉄道
	　　　４　三井物産
	　第3章　「アメリカの世紀」の始まり／１　消費者資本主義と耐久消費財の普及／１　1920年代の経済成長
	　　　２　研究開発の内部化
	　　２　企業経営の革新／１　流れ作業による大量生産：フォード
	　　　２　多角化と事業部制組織：デュポンとGM
	　　　３　ウェルフェア・キャピタリズム：GE
	　　３　海外直接投資の始まり／１　債務国から債権国へ／２　海外直接投資と多国籍化
	　第4章　国際関係の中の第２次産業革命／１　1920・30年代の日本経済／１　重化学工業化の進展
	　　　２　国際経済関係
	　　２　大企業の成長／１　日本の巨大企業／２　重化学工業化と大企業の成長
	　　３　統合企業の経営／１　日本製鉄
	　　　２　東京電気と日立製作所
	　　　３　日本窒素肥料
	　　　４　森永製菓と資生堂
	第Ⅱ部　20世紀型大企業の成熟
	　第5章　ニュー・ディールと第２次世界大戦／１　大恐慌から第２次世界大戦までのアメリカ経済／１　マクロ経済の動き
	　　　２　研究開発
	　　２　ニュー・ディール政策／１　金融封じ込め／２　市場秩序の回復
	　　　３　政府と企業との関係／３　戦時生産体制／１　大企業の生産能力
	　　　２　労働組合の定着
	　　　３　研究開発体制の形成／４　大企業の経営／１　USスチール
	　　　２　GM
	　　　３　GE
	　　　４　航空機製造企業
	　第6章　連続と断絶／１　市場と経済の動き／１　市場と工業生産
	　　　２　研究開発
	　　２　戦時期の企業経営／１　統制と管理
	　　　２　財閥の展開
	　　　３　三菱重工と中島飛行機
	　　　４　東京芝浦電気の軍需生産
	　　３　復興期の企業経営／１　戦後改革
	　　　２　経営管理の進展
	　　　３　トヨタ自動車の生産システム
	　第7章　パクス・アメリカーナと大企業／１　市場と生産の拡大／１　「豊かな社会」の実現
	　　　２　科学技術政策と連邦政府の役割
	　　２　IMF・GATT体制／１　通貨の交換性回復
	　　　２　貿易体制の構築
	　　３　巨大プロジェクト／１　原子力開発
	　　　２　宇宙開発
	　　　３　IBMシステム360
	　　４　大企業の展開／１　GEにおける事業部制の展開
	　　　２　コングロマリットの出現
	　　　３　多国籍企業化
	　第8章　高度成長と企業経営／１　マクロ経済の動き／１　経済と市場の成長
	　　　２　製造業の成長
	　　　３　高度成長に寄与した要因／２　国際経済関係／１　国際収支の天井
	　　　２　技術導入と研究開発の進展
	　　３　企業経営の展開／１　企業間関係
	　　　２　経営管理手法の進化
	　　４　重化学工業企業の展開／１　鉄鋼：川崎製鉄
	　　　２　自動車：トヨタ自動車
	　　　３　家電：松下電器産業
	第Ⅲ部　グローバル化の中の日米企業
	　第9章　ニクソンショックから日米摩擦へ／１　1970年代のアメリカ経済／１　スタグフレーション
	　　　２　国際資本取引の自由化
	　　　３　研究開発
	　　２　アメリカ企業の競争力低下と日米経済摩擦／１　鉄鋼産業：USスチール
	　　　２　自動車産業：GM
	　　　３　電機産業：GE
	　　３　アメリカ企業の新たな動き／１　ハイテク企業の胎動／２　サービス企業の展開
	　第10章　ジャパン・アズ・ナンバーワン／１　安定成長／１　高度経済成長から安定成長へ
	　　　２　製造業の成長
	　　２　輸出主導型経済／１　成長パターンの変化
	　　　２　輸出産業
	　　３　オイルショックと企業経営
	　　　１　「減量経営」とME化／２　同質的競争
	　　４　産業と企業の動向／１　自動車産業
	　　　２　半導体産業
	　　　３　汎用コンピュータ
	　　　４　経営戦略と組織
	　第11章　リストラクチャリングからニュー・エコノミーへ／１　1980・90年代のアメリカ経済／１　新自由主義による経済再編
	　　　２　大量生産体制の変容
	　　　３　IT産業の成長とニュー・エコノミー
	　　２　大量生産体制の動揺／１　自動車産業におけるリエンジニアリング
	　　　２　リストラクチャリング
	　　３　IT産業のグローバル展開／１　半導体産業における日米逆転と再逆転
	　　　２　マイクロソフトとインテル
	　　　３　グローバル生産ネットワークの構築
	　第12章　製造業のグローバル展開／１　バブル経済から「失われた10年」へ／１　印象的な日本企業の動き
	　　　２　マクロ経済の動き
	　　　３　研究開発／２　プラザ合意と日本経済の変化／１　バブル経済の形成と崩壊
	　　　２　本格的な多国籍化
	　　３　製造業企業の展開／１　自動車産業
	　　　２　エレクトロニクス産業
	　　　３　化学産業
	　第13章　ネットワーク化と統合化／１　ファンド資本主義／１　国内市場の成長
	　　　２　金融資産の蓄積とファンド
	　　２　研究開発とイノベーション／１　研究開発投資の拡大／２　特許の拡大
	　　３　複合企業の苦悩／１　代表的アメリカ企業の変化
	　　　２　アクティビストファンドとGE
	　　　３　M&Aによる事業再編
	　　４　サービス化とネットワーク化／１　IBM
	　　　２　ITプラットフォーマー
	　第14章　「失われた」成長／１　2000～20年の日本経済
	　　２　国際経済関係の変化／１　貿易構造
	　　　２　投資で稼ぐ国
	　　３　日本企業の変容／１　日本のトップ企業
	　　　２　日本企業の所有者
	　　　３　投資抑制
	　　４　複合企業・統合企業の苦悩／１　エレクトロニクス産業の構造変化
	　　　２　総合電機企業の解体
	　　５　グローバル競争優位の確立／１　専業企業の展開
	　　　２　グローバルマーケットをつかむ
	　　　３　複合経営
	人名索引
	事項索引
	著者紹介／奥付
	広告



